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博多新幹線運転管理システム(コムトラック)
Computer Aided Traffic ControISYStem

､ICOMTRAC′′ for Hakata Shinkansen

[1本【玉1イナ鉄道博多新幹線逆転管理システムコムトラックは,新幹線の列-･巨連行を

Ll+央(東方=の電子計算機により管理するシステムである｡昭和50年3ノJ,新幹線は

博多まで延ょされ,制御列車本数の増加及び範匪Ⅰの拡大を行なうに当たって,各稚

粍能を増強することになった｡

今回,開発したシステムは,5サブ システムから成り,実施計画及び各駅への帖

軸伝達システムは新たに追加Lた機能である｡ニのほかの進路制御･〕基転悠理及び

統計処J埋システムについても大巾副こ深度化を行なった｡この機能を達成するため,

2て亡iのHITAC 8450と3了㌔のHIDIC 700(7)稜でナ上汁算機システムを位J口して,イl一滴i

J空の点いタフなシステムとなっていることを示した｡.

q 緒 言

LJ本凹イ可‾鉄道新幹線逆転管王翌システム〔Computer Aided

Traffic ControISystem:COMTRAC(以‾トコムトラック

と略すりは､去る昭和47一子F3Jj岡山開業時に,その癖1段階

システム(1)が導入きれたし)ニの逆転経験を生かLて,岡山～博

多Fl-りの新幹線】ユH業を期して､昭和50年3J-ヨ10【二!から節2段ド皆

システムが使用をF鞘始された｡二のシステムは,別栢で詳述

する逆転雪た一叩システムと進路制御システムとに大別されるが,

それぞれ機能の拡弓圭主･深度化が大幅に行なわれ､新幹線逆転

にとって一一段と重安な作務を杓うことになった｡

B コムトラックの開発

コムトラックは,三11拘Programed Route Control(Ⅰ)R

C)とLて,日本円有鉄道(以1て,阿鉄と略す)三昧j凸托術仰

′兜I叶で帥究に々て‾｢し､昭利44-f卜性にJ九んのコムトラックのJ,l壬

‾1く.となるり三鰊システムが完成Lた｡二のり三験システムは,シ

ミュレーーーション テストの城を山なかったが,ニメLをり三川化し

た〝‾)が,節1f貨隅の岡山新枠拙システムであるr､.二のシステ

ムはlT｢川は7牛3JJ15日に仙Jljが糊始きれたが,尖11-jシステム

上して卜分なイ.i和‥空･と拙作什をチリ:るため,屯イ･㍍‾王手裾覧の∴r托

化,グラフィ ック ナイ スフレイ佗び'キャラクタ ディ スプレイ

〝)j‾采川などグ)くふうがなされた

一対Lll新枠維システムで,そのイ川‖′トと,仙仙をり三.三Ilてされた

コムトラックは,博多新枠維システムとしてそ〝)機能を二允り三

するため川+ヲ己が進めノJれ,椚不‖50年3JJlOし+退位1i朋子iのj並び

とな一〕た(図1)｡その機能は,表1及び区12に示すように充

ノーノミLたものとな/ノている｡二のシステムは,ニ将米=の国鉄仝幹

線網を巧▲脂Lて,二大にj並べるような1!三木的な考えを共催にじH

ヲ芭されたしこ,

(1)桁1ナ･迩虹帖手紙二辻のオンライン化を阿る｡,

(2)旅布,溝や某lノ小行先衷ホ枇､)グ)オンライン化をトズ1る⊂.

(3)l榊+j越川(小山のノ∴Ⅰ二検H帖を考感しながノブ,列巾とl州】j

との対応づけを付けること)を′.･に十.汁節機化するL-

(4)能ヰく的な=業楷述一汁体制を卜分考旛こLたシステムとする.こ.

(5)1モ仲鶴摘那二村心Lて,フけ米の改良 九りヾが古銭に行なえ

るも♂)とするr〕
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以+二の機能及び基本的ヰi巾を実_呪するため､乍Eナー汁節機と

して,HITAC 8450(1MB､)×2子i及びHIDIC 700(128K【喜作)

×3てどiが佗用され,それぞれが機能を分川Lた似でナて=にj′一.汁印

機システムとなっている.､またこのシステムのプログラム容

量も,500Kステップを超えるものであり,1自二様プログラム作

成に従事した人土iも,田鉄及び日立製作巾介わせて 200人に

も及ぶ巨大システムである｡このため,二の大規手袋なフ′ロシ

ュクトを推進するための組織が結成され,細部にわたって統

括と調至さが行なわれた｡このシステムがI好期の目的どおりに

う己成をみたことは,そのプロジェクト推進体制がスムーズに

されたことによるところが人きい｡

B システムの機能2)と運転

コムトラックの機能を大別する

(1)実施計世軋

(2)進路制御,

(3)逆転醗即,

(4)卜r■i軸伝達,
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図l 新幹線列車運転指令室

用して電子計算機と会話する｡

卑ニーゝ

取ヽヽ

指令員はキャラクタ ディスプレイを催

*口‾1小Ⅰ有鉄迫屯乞ミ局 補帖 **口本拝卜有鉄道束京第二′.一己′ニーも工-･拝た∃上作技師 ***11立製作所総花第一･-･1i装本部

****日立製作所人みか工場 *****日立製作所ソフトウェア_1二楊
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｢CTCマイクロ回線
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(デュアルーデュプレックス運転)
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〆(放送,+_+＼も＼

叫
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＼現場設備

1 現場端末

図2 新森線列車運転管理(コムトラック)システム
適切な制御壬旨令を;現場機器に伝達するシステムである.1

揺這蓋

進路制御系電子計算機

進路制御系電子計算機

進路制御系電子計算後

l
運転整理系電子計算機

(運転整理ダイヤの作成)

実施計画系電子計算機

(実施ダイヤの作成)

通信制御装置

コムトラックは,列車の運行を中央で監視し,

表l コムトラック機能の概要 博多新幹線システムでは,機能が大幅に強化された｡

マン マシン接合部

表示盤

CTC

制御盤

▼｢

キャラクタ

ニ∵崩
l

グラフィック

ディスプレイ

l

C=CentralizedTraffieCo【trOl

注

CT

CP〕二Centra】P｢00eSSingUnけ

ATCニAutom∂licTra‥1Control

+

項 員 岡 山 対 応 機 能 博 多 対 応 機 昌巨

機 能 分 担

実施計画系 運転整理系 進路制御系

計

画

シ

ス

テ

ム

列 車 計 画 変更内容(総局軸,指令手配)を随時キャラクタ ディスプレイ l.変更内容(総局幸昆,指令手配)を随時グラフィック ティスプレ

○から入力することにより,翌日の実施列車計画を整理作成する｡ イから入力することにより.翌日から了日分の実施列車計画を整

理作成する=

車両:運 用 計 画 同上機能 l.上記と同様の機能と併せて.各種検査計画,及び車両使用実績

を考慮しナニ翌日から3日分の車両の傾用計画案,すなわち車両運

用への車両割当計画案を自動作成する

⊂)

乗務員運用計画

計 画 伝 達 車両割当妻(車両運用順序表)を関係個所ヘオンライン伝達する｡ ○

指

令

シ

ス

テ

ム

列 車 整 理 異常時の列車整理のための予割ダイヤを自動作成する｡ l.列車運転状況を監視するナニめ.一定時分ごとに予想ダイヤを作

成L,異常を検知Lた場合は指令員に警報する｡

2.予測ダイヤについては,作成時分の短縮,卓綿運転の対応機能

追加,列車整‡里機能の拡充などを行なう｡

○

車両 運 用 整‡里 予測ダイヤに基づいナニ運用変更案の自動作成,及びっ重用変更に l.運用変更に伴う最終滞泊状況などのチェックを行なうとともに
○

伴う最終滞泊状況などのチェックを行なう｡ それに基づいナニ車両割当計画の修正案を自動作成する｡

乗務員運用整理

情 報 伝 達 l.指令(運用変更,着発線変更など)及び遅延情報などを関係個所

ヘオンライン伝達するこ.
○

進 路 制 御 進路設定の自動化を行なうとともに,列車運転状況の監視と簡 1.左記と同様の機能と併せて,処王里能力の向上,綬区延長による
○単な列車整理票の提示などを行なう｡ 制御範囲の拡大,単線運転の対応機能の追加などを行なう｡

旅客誘導案内･その他

設同時在線結列車本数

備

総編成数
条

件制御駅数

統計.報告類の自動作成を行なう｡

135本

135編成

20駅

し統計,韓告発員の自動作成機能の拡充を行なう｡

2.旅客に対する案内掲示(発車標)の制御を行なう｡

3.昼夜連続制手札操作性の向上に関する権能の拡大を行なう｡

ZOO本

220編成

35駅

○ ○ ○
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(5)統計処理

となり,図3にその関連[頚を示す｡

3.1 実施計画

コムトラックの述転はまず某不こダイヤの作成から始まる｡

ニの北本ダイヤは1jFに2l口Ⅰ程度の時刻改j卜時にカ【ドによ

り実施i汁画系`定一r.汁算機(HITAC 8450)に人力される｡こ

の基本ダイヤを元にして,毎R毎日の逆転ダイヤが作成され

るのであるが,その1祭,祝卜i､休日,季節,団体など旅客需

要の変動を加味して,抵本ダイヤの列巾の休括が決定される｡

これをi央めるものが｢総局達+と呼ばれるものである｡これに

は数日先の運転についての指示もあれば,数個I+先の逆転に

関する指'ホもあり,ランダムに砧リブ邑行される｡ニの内谷は

砧臼指令与iにより,グラフィック ディスプレイを使†‾口して人

力され,足ろ遥ファイルとして実施詰十画系のファイルに保存さ

れる｡毎日毎日の逆転ダイヤはっ三施ダイヤと呼ばれ､基本ダ

イヤ ファイルと,局達ファイルとによリノ実施の1週間前に作

成される｡

こうLて作られた尖施ダイヤは,当日の午前1時以l埠の列

小数の少ない時間帯に切り糾されて,述転繁理系と進路制御

系電1二計算機に転送される｡24時間の終夜運転を考嫁すると,

列中ダイヤには切れ目がないため,前‖ダリ+一巨で逆転の終了し

ていない列中と,当‖切l)出した列中ダイヤとがjl盾なく接

続されるような処理が,ダイヤ切替プログラムによって自動

的に行なわれる｡

以上の実施ダイヤの作成は,処二叫が直列に行なわれるため,

各段ド皆における関連ファイルをライン プりンタ出力Lてチェ

･ソクできるようにし,またプログラムトも各段俳号でナナ粋怜子

エツクを行なっている｡二の関連ファイルリストには,列小

ダイヤリスト,中両道川ダイヤリスト,列申出党順序リスト

などがあり,ニれらは左例作業で必ず出力されるが必要の都

度指令員の要求に応じて出力することもできる｡

3.2 進路制御

ご実施誇｢画系1正了･計算機で作成されたダイヤは,進路制御系

′Li主十i汁葺き二機(HIDIC700)によって,列せ逆転制御が行なわれ

るし- 二の1宣了一計算機はCentralized Traffic Control(以下,

CTCと略す)装置から列世道行情報を収り込み,これを分

卜Ⅳ 実施計画系

電子計算概

実施計画サブシステム

局達

統計処理サブ･システム

L二
卜→一統計処理一-

実 績

ファイル

淵
情
図
3

コムトラック機能の関連図

行なっている｡

運転整理系

電子計算横

システム

ダイヤ切替･一･
コミュニケー

ション管理

l

在線管理

l

実 施 在 線

ファイル ファイル

■

l

I II

予想ダイヤ 整 理 案 車両蟄
モ ニ タ ダイヤ作成 割当修

l
GD

報伝達サブシステム

当
正

芸票一小一那制御一語報伝書

博多新幹線運転管理システム(コムトラック)345

析して列巾の位置,列･一巨番号,椎別,ポイントの状態などを

チェックする｡この結耳さをダイヤと照ナナして,進路｢f-1力をC

TCに送出する｡進路出力情事酌ま,各駅の入場進路(｢こだま+

♂〕ホ叩ムにするか､｢ひかl)+のホームにするかのポイント切

符指令)と,出ヲ己進路(｢こだま+ホMムから.【11発するのか､

｢ひかり+ホ【ムからJ_t･与党するのかの指令)であり,この進路

帖報は,各駅のCTC装置で受イL言され,継電連動装講(ポイ

ントとイ盲言ぢ一機制御とが連動された装置)とAutomatic Train

Control(以1ご,ATC装置と略す),すなわち列中不‖プ_J二が異

常に接近しないように後続列巾の速度を制l斗ユする装置を介し

て,ポイント及び†言号機を制御する｡二の進路制御機能は各

駅･トリ下り別にオフラインとすることができるので,列中

のない時間帯の保守作業などは,各駅ごとに終列中速迎接,

直ちに似守作業に入ることができる｡また始発列Il-tの一一フ上崎

分別になると,制御例始してよいか,否かの問††せが■五十.汁

辞儀からキャラクタ ディスプレイに末ホされるので,指令_とi

はこれにんト音写すればよい.｡

列州Il■硝之･･軌道山路鳩車艮･′呪楊機音訓寺平郎ま,CTC経由で

3秒｢H川拐で取り込まれ,それにより列･Hlン偶の追跡を行か､､

列小ダイヤと比較L.てファイル1勺谷と輿なっているときは,

指令に対してキャラクタ ディスプレイにより処置を求め,も

L処芯仁む答が適切に行なわれないときほ,該当駅をオフライ

ンとして,言ゾト〕た進路州力がJ†ほlいようにしている｡二のと

き指令=は､該当駅及び列巾などと連綿をとりながら,TJ的

で進i桁こH力を出すことができる｡ 一也オフラインとした駅を

オンラインとするには,指令上iがキャラクタ ディスプレイで

指示することにより,1長一‾｢計節粍は該当駅の札才1三の列巾在線

怖軸を日動的にi読み触って,直ちにオンライン制御に移るこ

とができる｡

進路制御の端本となる列_りt付帯のチェック ポイントは,芥

駅_トト線別に,分岐･でナ流に関係する次の5地点である(図4)｡

(1)Ⅳ∴-.-二(列小番-ぢイ灸一肌･.1い

列セがこの地ノ亡J二をj止過すると,列巾番弓一を検知し,一■一にイー.汁

辞儀が前もって一光持しているダイヤ_1∴の列小芥-ぢ･と一一≡攻すれ

ば,人〕湯進路川力の準イ備をする(月ノ〔ミ】二の緒方約1klⅥ)(､

(2)月ノ1く(接近J也ノり

進路制御系

電子計算機肝1
システム

CTC情報

取 込

l

■

列車追跡

雪アイ莞一荒れ監富莞j絨り荒
▲

-
D
ハU

｢

コムトラックは列車運行の計画から実施までの管理を

¶
.弓十■
⊥ +

注:

CD=キャラクタディスプレイ

GD=グラフィックティス70レイ
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駅...｢

〃
場
内
信
号
地
点

月接

近

地

点

〃
列
車
番
号
検
知
点

駅の手前約10kmの地′lこ1､くであり,二の地ノたで該当列小の進路

出力を行なう｡また,Ⅳカ､での情報脱蒲のバックアップ地点

とLて使用する｡

(3)〟点(場内仁号地ノ亡,り

列中が入場イ了i号怯の地上･二を通過して,作Iti場内に進人した

ことを検知する｡

(4)J点(停車地点)

列車の最後部がホーム軌道回路内方に完全進入したことを

検知し,-一定時分後に列車が停車したものとして,到着時刻

を記録する｡

(5)エ点(出発信号地点)

列車の最後部がこの地一斑を進出し終わると,地点情報が発

生Lて,列車が出発,又は通過したことを検知し,出_i発時刻

を記録する｡

進路出力は,システムの生命を左右する妓も重安な情報で

あるから,上記地点情報を某に,列単位置,列車順序,時刻,

支障進路のロック,折返し時分,停車時分などすべてが満足

されて初めて進路出力が行なわれるようにした｡

3.3 運転整理

事故の発生や,天候などにより,列車運行が乱れてくると

｢ひかり+が｢こだま+を追い越す駅を変更したり,出発順序変

更,運転中止,車両運用の変更などを行なって,正常運転に

復帰するのであるが,これらの変更機能を運転蝶理と呼んで

いる｡この運転整理を大別すると,(1)乱れ監視判断,(2)予想

ダイヤ モニタ,(3)整理案ダイヤ作成の三つに分けられる｡

3.3.1 乱れ監視判断

これは局所的なダイヤ乱れを監視して,変更などを行なう

機能であって,進路制御系電了一計算機が処理する｡例えば,

--一定時分以上遅れた列車が発生したら,指令員に警報を発し

たり,｢ひかり+と｢こだま+の時隔を判断して,｢ひかり+が,

｢こだま+を追い越す駅を変更するように指令員に知らせたり

することによって,ダイヤ乱れが大きくならないよう未然に

処理する機能である｡これらの機能のうち,代表的なものを

挙げれば次のようなものがある｡

(1)車両運用監視

どの車両を使うか決まってない列車を監視する｡

(2)遅掛寺分監視

一定時分以上遅れている列車の有無を監視する｡

(3)待避判断提案

｢ひかり+が｢こだま+を追い越す駅を変更するように提案す

る｡

(4)折返し番線監視

折返し列車の到着番線と出発番線は間違っていないかを監
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図4 列車の追跡地点 列車

の位置を中央で把握するため,図に

示すN.斤,〃,/,1の5地点を利用

している｡

祝する｡

(5)走行キロ監視

ある車両が定期検査後,--一定値以上の距離を走行したか否

かを監視する｡

(6)進路出力監視

進路出力時,現場の信号機が青になり,列車通過により赤

になったか否かを監視する｡

(7)絶対停止監視

各駅ホームの絶対停止信号が出ているかどうかの監視をす

る｡

以上の監視判断結果は,すべて指令員の前に設置されたカ

ラーのキャラクタ ディスプレイに表示されて,マン マシン協

力して逆転整理が行なわれる(図5)｡

3.3.2 予想ダイヤモニタ

列車運行中,局所的な乱れが生じたとき,多くの場合･は前

述の｢乱れ監視判断+機能で処置できる｡しかし,場介によっ

ては,その′トさな乱れが波及して端末駅などに大きな影響を

及ぼすことがある｡予想ダイヤモニタは,このような事態を

未然に防ぐため,一定周期(10分)ごとに,過去2時間から

こ将来2時間30分にわたる列車の運行を予想して,グラフィッ

ク ディスプレイにダイヤ形式で表示する｡この機能は運転整

理系電子計算機にあり,進路制御系電子計算機から周期的に

送られてくる列車運行情報を基に,運転整理系でも列車の動

きが分かるようにした｡この列車在線状況を基にこ将来を予測

することになるが,この予測を行なうとき,各種の監視機能

d
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の役目を果たす｡
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を備え,異常な事態に対しては,グラフィック ディスプレイ

上に文字,又はマークで表示し,指令ユ呈が未然に処置に当た

れるようにした｡

代表的な監視機能は次に挙げるようなものである｡

(1)検査車佃監視

当日定期検査が行なわれる予定の中‾卜IIjが,検査を実施する

逆転所へ所定時間帯に入区できるかを監視する｡

(2)滞泊場所監視

翌日検査を行なう中巾h=二ついて,当日の股終滞泊場所が計

L叫と 一:改しているかを監視する｡

(3)着発線不一-一一致監視

予想ダイヤで現時点から60分棲までに終示する列■巨につい

て,後遠田列世の右党線と一致しているかを監視する｡

(4)始発列中遅発監視

･ナ想ダイヤで端末始発列中が-･三在日こ旨分以上の遅発が予測さ

れるときの監視を行なう｡

3.3.3 整理案ダイヤの作成

乱れ監視や予想ダイヤ モニタは,乱れを未然にr;ガぐのに役

だつ横能であるが,不幸にして,軒両故障や,雪害などのた

め人幅な列車遅延の発生を余儀なくされることがある｡この

ときは,グラフィック ディスプレイを使用して数時間光まで

グ)ダイヤを予測し､至器理案ダイヤを作成することができる｡

二の紫理某ダイヤは,待避変更や回送列車の着発線変吏など

は延子計算機で自動的に行ない,計睡jダイヤとの相違点は×

印で表示されるので,指令員は変乱亡夫が容易に分かるように

なっている｡電了一計算機は列車の連休や臨時列中の設定は行

なわず,これらは指令員が整理案ダイヤに憺止入力すること

によって,最終的な‾牽さ二哩案ダイヤができることになる｡ニク〕
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怒手堅案ダイヤを承認することにより,進路制御系電子計算機

は,そのダイヤに従って運行制御を行ない,また変更情事酌ま

各駅,逆転所､中質所などへ伝達されることになる｡

3.4 その他の機種

以上述べた機能が主要なものであるが,他に次の機能も備

えている｡

(1)情報伝達

各駅,運転所,車掌所などに端末装置が設置されており,

列車の遅延情報,出発時刻の変更,着発番線の変更などの指

令情報力寸,違転聖箆理系電子計算機から伝送される｡

(2)党中標制御

ホームの案内表ホ板に,列車の行先･出発時刻遅延時分な

どを表示し,更に列車の発前に従って案内放送を行なうもの

で,制御情報は進路制御系電子計算機から出力される(博多

開業時点で,中央制御されるのは岡山以丙の駅だけである)r〕

(3)統計処理

1日の逆転が終了すると,実施計画系電子計算機によって,

列車実運転キロ数,区間別列車運転本数,駅別列車違転本数,

列蛸足延時分,その他各種の統計処理を行なって,指令員の

業務を削f成している｡

巴 システムの構成

4.lハードウェア構成

新幹線は高速で大量の旅客を輸送する交通機関であり,そ

の安全性は頼めて岳いものが要求される｡このため,縦笛連

動装置,ATC,CTCなどの各種保安装置によって万全の

処置がとれるようになっているが,これらと関連するコムト

ラック(図6)は誤った出力をするようなことがあってはなら
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､叫ぶ3鼓済
心"ミ㍍､ご三;ミ道三

旨彗柔

〇､彗惑

誓遥表裏

翔毒
l

滋深

､ミニ器器≡,毒
が涌-

垂､′笈;

l

･照､涼!

泣i琵≡だ′

l

×6デッキ

×3台

×1台

×3台

×8台

59

注:CCM=通信制御装置

MD=磁気ドラム

DISC=磁気ディスク

MT=磁気テープ

CR=カードリーダ

しP=ラインプリンタ

TW=タイプライタ

CD=キャラクタ ディスプレイ

SD=サブデイス70レイ

GD=グラフィック ディスプレイ

CP]=中央処理装置

DXC=データ交換装置

DSC=二重系制御装置

CPニカードパンチ

運転整‡哩･実施計画系電子計算機と進琵各制御系電子計算機とに大別される｡

×8台
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図7 進路制御系電子計算機 手前は,電子計算機の運転状況の監視,

及び操作を行なうシステムコンソール,後方は3台のHIDIC700処王里装置を示す｡

ない｡また一部の機器に故障が生じても,システム全体が制

御不能とならなし､ようにすることが必要である｡

このため,進路制御系電子計算機としては3≠iの制御用電

子計算機HIDIC700を組み合わせ,ノ削寺は完全同期二重系逆

転を行ない,万一,一系が故障したときは,直ちに3台目の

待機系電子計算機を用いて自動的に二重糸遊転に御者できる

ようにした(図7)｡

運転整理系と実施計画系の電子計算機は,2台のHITAC

8450で構成している｡常時は負荷分割により,2台の電子計

算機が逆転されており,もし運転整理系が故障した場伽ま,

残りの1台を実施計画系から逆転幣理系に切り替えて,運転

整理業務が続行できるようにした(図8)｡

進路制御系と直接接続されるのは運転祭理系であり,運転

紫理系電子計算機が一時不良になっても,列申の運行情報は

進路制御系電子計算機の磁気ドラムに約3時間分保存されてし､

るので,運転整理系のファイルの復旧はこの進路制御系内の

情報を使用することにより,短日=こ蛸】に行なうことができる｡

また､3時間を超えるような場合は,進路制御系内の磁乞tテ

ープに連行情報を保存しているので,連行実績が消失するよ

うなことはない｡

電子計算機システムとLては,以上のように複f㌣電子計算

機システムによるタフな構成としてあるが,一部の入･出力

機器の放l琴によって電子計算機の機能がダウンしか､ように,

人･出力機器は複数台を用意L,相互にバ､ソクアップするこ

とによりシステムのタフネスさの向上を図った｡

4.2 シミュレーション

このシステムを開発するに当たっては列車運転シミュレー

ダ31(Train Traffic Simulator:TTSと略す)と電子計算

機負荷シミュレータ(4)(Compurter Load Simulator:CLS

と略す)を用意し,また,特別なオンライントレーサなどのユ

】ティリティを作り,プログラム開発の支援を行なった｡
4.2.1 T T S

進路制御系電子計算機は殻終的にCTCを介して列‾単利御

するため,CTCと接続L,しかも多数の列車を運転して進

路制御プログラムをチェックする必要があるが,現実の問題

としてプログラムのチェックを行なうために新幹線列車を連

行させることは不可能に近し､｡そこで,3台系のうち1台に

TTSプログラムを組み込み,列車運行の各種異常状態を設

定することができるようにした｡これにより,プログラムの
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図8 運転整理系電子計算機 手前はシステムコンソール,後方は2台

のHlTAC8450電子計算機処理装置を示す｡

デバッグはシミュレーションテストを能率よく実施すること

ができた｡また今後の改佗作業(例えば東京駅ホームの増設

など)に際しても,ニのTTSで十分テストLた後,使用を

開始することができる｡

4.2.2 C J S

電子計算機の処理機能はいかに優秀であっても,必要なと

きに必要な情報が得られなければ,なんの価値もない｡そこ

で,プログラム作成段階で,数回,電子計算機の負荷シミュ

レーションを行ない,必要なレスポンスが得られるか否かの

検討がなされた｡特に留意した点は進路制御系のキャラクタ

ディスプレイの応答と,運転整理系のグラフィック ディスプ

レイの応答である｡二の結果,一部プログラムの処雌を変更

することにより,事前に十分な応答が得られることを確認し

た｡

日 結 言

比L コムトラックが新幹線の運転にどのような役割を果

たし,またシステムの運転,及び構成上どのような配慮がな

されて開発が進められたかについて述べた｡このシステムは

日本的有鉄道当局と,日立製作所の緊密なプロジェクトチー

ムを組んでの研究･開発の結果であり,関係各位多数の努力

により所期の目的を得られたものである｡終わりにこれら各

位の御指導,御協力に心から感謝するととい二,筆者らは,

今後,全国新幹線網コムトラック システムの改良,発展にい

っそう努力する考えである｡
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